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研究成果の概要（和文）：本研究は、従来調査研究が不十分であったサッカラ遺跡の新王国時代の墓地の調査を
試み、埋葬習慣、文化史、政治史を解明することを目的とした。調査は、過去の遺跡地図の検討、衛星画像の解
析、考古学的踏査、三次元地形測量、物理探査などを駆使して実施した。その結果、北サッカラのテティ王のピ
ラミッドの北西部に約10万㎡の規模の広大な新王国時代の墓地を世界で初めて発見することに成功した。また、
同地区の東側に位置する斜面においても踏査、測量、探査を実施した後、有望地点にて試掘調査を行った。その
結果、従来同地区では検出されていなかった第18王朝の埋葬関連遺物が大量に出土し、付近に新王国時代の墓が
存在する確信を得た。

研究成果の概要（英文）：The goal of this project is to explore the New Kingdom cemeteries in Saqqara
 Necropolis which has not been comprehensively studied. It is aimed to reveal the burial customs, 
cultural history and political history in Memphis during the New Kingdom. The exploration of Saqqara
 was carried out by using several methods including examination of the old maps of the site, 
examination of the satellite images, archaeological reconnaissance, mapping survey, and geophysical 
prospections. As a result, we discovered an extensive New Kingdom cemetery in the area to the 
north-west of Teti Pyramid, measuring approximately 100,000㎡. We also conducted another survey in 
the eastern slope of the escapement, which is located to the east of the aforementioned New Kingdom 
cemetery. Then, we conducted archaeological sounding in the most promising place in the eastern 
slope and revealed a number of artifacts dating to the Eighteenth Dynasty, indicating the existence 
of New Kingdom tombs in the vicinity.
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１．研究開始当初の背景 
 早稲田大学古代エジプト調査隊は、1991
年以来、アブ・シール南丘陵遺跡で発掘調査
を継続してきた（図１）。当該遺跡では、古
王国時代から末期王朝時代までのさまざま
な遺構が検出された。特に、丘陵頂部から発
見された新王国時代のラメセス２世の息子、
カエムワセト王子の葬祭殿とその娘イシス
ネフェルトの墓の発見は、それまでの新王国
時代のサッカラ・ネクロポリスの範囲を塗り
替えることとなり、世界の学界に注目された。 
 この発見により、研究代表者は、当該地域
における新王国時代の墓地の形成に関心を
持つようになり、よりマクロな視点から新王
国時代のアブ・シール〜サッカラにおける墓
地の分布調査の必要性を認識した。また、サ
ッカラ遺跡における新王国時代の墓地は、エ
ジプト南部（上エジプト）の中心都市テーベ
の西岸の墓地遺跡に比べ調査研究が進展し
ておらず、そのため新王国時代の文化史はテ
ーベに偏重されてきた。このような研究の状
況からもサッカラにおける新王国時代の墓
の調査が必要であるという認識を強くし、科
学研究費補助金基盤研究（B）（海外学術調査）
に申請し、採択を受け、本研究を開始した。 
 

図１ アブ・シール、サッカラ遺跡地図 
 
２．研究の目的 
本研究は、従来の上エジプトの中心都市テ

ーベの墓地の資料に偏重した古代エジプト
新王国時代の文化史を是正すべく、下エジプ
トの中心都市であるメンフィスの主要墓地
であるサッカラ遺跡における新王国時代の
墓地の分布を明らかにし、考古学的発掘調査
により新王国時代にサッカラに埋葬された

メンフィスの人々埋葬習慣と政治的・社会的
役割を解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究の方法は、広大なサッカラ遺跡から新

王国時代の墓地を検出するため、まず発掘調
査地選定のための調査を実施した。具体的に
は、国内で過去の遺跡地図の検討と人工衛星
画像の解析を実施し、有望箇所を選定した。 
エジプト現地では考古学的踏査を行い、表

採遺物の分布から新王国時代の墓地の位置
を明らかにした。その際に GPS レシーバー
を使用し、人工衛星画像上に分布をプロット
できるようにした。その後、新王国時代の墓
地の存在が想定されるエリアの３次元地形
測量と物理探査を実施し、より具体的に墓地
の位置を絞り込んでいった。いくつかの有望
地点から最有力地を選出し、試掘を行い、新
王国時代の埋葬の存在を確認するという手
順で調査を実施した。 
 
４．研究成果 
2015 年度には、サッカラ遺跡における新王

国時代の墓地に関する既往研究の調査、過去
の遺跡地図の収集、人工衛星画像の解析等に
よる現地調査の準備を進める一方で、エジプ
ト政府考古省よりサッカラ遺跡の踏査の許
可を申請したところ、諸事情にてようやく
2016 年に許可が下り、2016 年 5月に踏査（第
１次調査）を実施した。踏査の結果、北サッ
カラ地域に数カ所の新王国時代の墓地が存
在すると思われる有望地点が明らかとなっ
た。中でもテティ王のピラミッドの北西部に
約100,000㎡の規模の広大な新王国時代の墓
地の存在を世界で初めて明らかにした（図
２）。この地区は大規模な盗掘は受けている
ものの、これまで考古学的な発掘調査が行わ
れていない。確認された遺物の傾向としては、
古王国時代第 4 王朝の土器が当該地区全体
で検出され、新王国時代の土器は第 18 王朝
初期から中期の土器が当該地区の東側に 集
中し、第 18 王朝後期からラメセス朝の土器
が西側に集中する傾向がみられた。おそらく、
この地区では 古王国時代に墓地が形成され、
長い断絶の後、その上に東側から徐々に新王
国時代の墓が造営されたと推定された。当該
地区には約 500 箇所のクレーター状の窪み
が観察され、これらはシャフトや壁体などの
遺構の痕跡とみられる。舌状の丘陵の西側に
は、考古省が発掘調査を行った古王国時代の
カエムメスウのマスタバ墓の周辺には新王
国時代に年代付けられるとみられるシャフ
トが散在し、同時代の土器も多く確認された。 
以上の調査の結果を受け、同年 8 月から 9

月にかけて、踏査の継続に加え 5月に発見し
た新王国時代の墓地の３次元地形測量と物
理探査を実施した。また、付近に岩窟墓の存
在が想定されるサッカラ台地の東側に位置
する第 19 王朝ラメセス 2 世時代の岩窟墓
の周辺、 そして同じサッカラ台地の東側の



崖部で岩窟墓の存在の可能性が高い場所(A 
地区)でも測量と物理探査を実施した。これ
までサッカラの遺跡地図は、1978 年にフラ
ンスが作成したエジプト政府住宅省の地図
に依拠しており、当該地区の詳細な地図が存
在しなかったため、今回の地形測量によって
地図が作成できたことは特筆に値する。また、
東海大学情報技術センターの惠多谷雅弘氏
による人工衛星画像データの現地確認調査、
グランド・トゥルースが実施され、衛星画像
の特徴と実際の遺跡の様相を照合した。 
 

図２ 第１次、第２次調査調査地区 
（NSQ は新たに発見した新王国時代の墓地。
NSQ-A は A地区。NTM は第 19 王朝の岩窟墓と
その周辺） 
 
2017 年の調査では、予てから海外の研究者

に新王国時代の高官の岩窟墓の存在が推定
されている北サッカラ台地の東側斜面にお
いて踏査、探査、試掘調査を実施した（図３）。
踏査の結果、4 箇所が新王国時代の遺構が存
在する有望地点として選定され、そのうち２
箇所で物理探査を実施した。最終的には、
2016年5月の踏査で新たに発見した新王国時
代の墓地の東側に位置し、これまで新王国時
代の墓地が確認されていたテティ王のピラ
ミッド北墓地にも近い東側斜面の通称C地区
で試掘を行なった。試掘の結果、表層から近
い位置から末期王朝時代からプトレマイオ
ス朝時代に年代づけられる手付かずの単純
埋葬が 20 基以上検出された。また、トレン
チ内の堆積層は、これまで同地区では確認さ
れていなかった新王国時代第 18 王朝に年代
づけられる埋葬関連の遺物を多く包含して
おり、近辺に同時期の墓が数多く存在するこ
とが推察された。そして、トレンチ下部に設
定したサブトレンチの発掘から、おそらく新

王国時代頃に造られたと思われる人為的な
タフラ層（粘土質の石灰岩層）の硬化面が確
認された。さらに、トレンチの西側の最下部
からは、岩盤の露岩域が検出された。この岩
盤の露岩域は、サッカラ遺跡の他の地域の新
王国時代の岩窟墓が位置する特徴と類似し
ている。おそらく、この露岩域の下に岩窟墓
が穿たれている可能性が推察され、タフラ層
の硬化面は墓の前庭部のようなプラットホ
ームとして機能していた可能性も推測され
た。今後、本格的な発掘調査を実施していく
予定である。 
 

図３ 第３次調査調査地区 
（左に新たに発見した新王国時代の墓地。A
〜D 地区は有望箇所。なお、C 地区は試掘を
行った場所） 
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